
 



【対立はなぜ止まらないのか/構造から読み解く分裂の正体】 

この作品は、仏教徒の対立を批判するためのものではなく、誰にでも起こりうる「対立の構造」を可視化した

ものです。 

 

冒頭では、組織の分裂を「エゴの問題」として説明する一般的な見方が提示されます。これは一見もっともらし

い理解ですが、原因を個人の内面だけに還元してしまうため、なぜ同じような対立が繰り返されるのかという

問いには十分に答えられません。 

 

そこで本作は視点を転換し、歴史・社会情勢・組織構造・教えの解釈・文化といった複数の要因が絡み合う

「構造」に注目します。さらに、時代ごとに「正しさ」が変化してきた事実を示すことで、私たちが絶対視して

いる価値観もまた、条件によって形づくられていることを浮き彫りにします。 

 

なお、本作で示されている構造の可視化はあくまで一例に過ぎません。現実の対立は、ここに挙げられた要素

に限らず、さまざまな条件や関係性の中で形づくられます。重要なのは特定の図式を正解とすることではなく、

「構造として捉える視点」そのものです。 

 

ここで示されるのは、「自分の正しさ」もまた例外ではないという認識です。何かを正しいと強く主張すること

自体が、別の立場との対立を生む契機となり得ます。この気づきによって、対立は単なる善悪の問題ではなく、

「正しさ同士がぶつかる構造」として捉え直されます。 

 

また、本作はエゴの存在そのものを否定していません。エゴは個人の内面にあると同時に、こうした構造の中

で生起する側面も持っています。つまり、「エゴか構造か」という二択ではなく、「構造の中でエゴが現れる」と

いう理解へと更新されているのです。 

 

結論として示されるのは、相手を変えることではなく、構造を理解するという方向性です。構造を理解すること

で、自分の立場を相対化し、異なる考え方とのあいだに余白が生まれます。その余白こそが、対立を繰り返さ

ないための出発点となります。 

 

この視点は宗教に限らず、組織や社会、日常の人間関係にも広く応用可能です。対立を「誰かの問題」として処

理するのではなく、「なぜそうなるのか」という構造に目を向けることーーその転換こそが、本作の核心となり

ます。 
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